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機械器具 １２ 理学診療用器具 

一般的名称 眼球圧迫器 コードＮｏ33804000 

一般医療機器 クラスⅠ 

販売名 眼球圧迫器 

 

                                   【保守・点検に係る事項】 

                                   （１）本器が破損した場合は交換してください。 

                                   （２）ゴムは傷つきやすいので強く拭かない様にして下さい。 

                                   （３）空気漏れを起こしていないか点検して下さい。 

 

       【包装】 

【形状，構造及び原理】                         一台単位 

眼に圧力を加える目当て、空気をためる補助袋、圧力を測る 

メーター及び送気球よりなっている。目当て部分を眼に当て       【主要文献及び文献請求先】 

眼科手術前に眼に圧力を加える。                    氏名 株式会社 半田屋商店 

                                    住所 〒113-0033 東京都文京区本郷３－３７－４ 

                                    ＴＥＬ０３－３８１１－００８７ 

                                    ＦＡＸ０３－３８１８－９６９５ 

 

 

 

 

 

 

目当て部分５６×４０ｍｍ 

補助袋  １０５×８０ｍｍ 

 

【使用目的又は効果】 

眼科手術前に眼に圧力を加える。 

０～８０ｍｍＨｇ以上、目当部分が加圧できる。 

 

【使用方法】 

（１） 患者をベッド等に寝かせ、眼を瞑らせ、ガーゼ等をかぶせ 

目当てを眼の上にのせ、ベルトでゆるく固定します。 

（２） 送気球、メーター等は患者の胸の上に乗せます。 

（３） 送気球でゆっくり空気を送り、緩やかに眼に圧力を加えます。 

通常４０ｍｍＨｇ、１５分～３０分程度、加えます。 

（４） 空気漏れが無いか観察してください。圧力が低下しましたら 

送気球で加圧してください。 

 

【使用上の注意】 

①本器のメーター等がありますので、落下等による破損に 

ご注意下さい。又目当て、補助袋、パイプはゴムで 

出来ており、キズを付けないようご注意ください。 

空気漏れの原因になります。 

②急激に加圧しないで下さい。送気球をゆっくり押し 

 緩やかに圧力を上げるようにしてください。 

 高い圧力を加えないようにして下さい。 

③本器及び患者に異常等有ったときは使用を中止し 

 適切に処置して下さい。 

④本器に破損、汚れ、空気漏れ、キズ等有りましたら、 

修理又は交換して下さい。                       【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】 

                                    株式会社 半田屋商店 

【保管方法及び有効期間】                          〒１１３－００３３ 

常温、常湿、ほこりの少ない所に保管して下さい。              東京都文京区本郷３丁目３７番４号 

使用期間は特にありませんが、ゴムが傷みましたら              ＴＥＬ ０３－３８１１－００８７ 

交換、修理して下さい。                          ＦＡＸ ０３－３８１８－９６９５ 

 

 

【禁忌、禁止】 

①急激に加圧しないで下さい。送気球をゆっくり押し 

  緩やかに圧力を上げるようにしてください。 

  又極端な圧力は加えないで下さい。 

②本品を曲げ、切削、打刻等二次加工は絶対にしない事 


